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・試験科目については、入学試験要項等を参照してください。 

・出題意図に関する質問や問合せには一切回答いたしません。 

・志願者がいない科目については、公開しておりません。 
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大問 内容 

Ⅰ 
原子の構造と元素の周期表の基本的な理解力を問う問題である。 

問１は、周期表の構成と各元素の電子配置についての基礎的な理解を問うている。 

問２は、イオン結合によってできる化合物について、構成イオンの価数の理解を

問うている。 

問３は、同位体の性質の理解について問うている。 

問４は、分子がもつ共有電子対について、その数を求めることで理解を問うてい

る。 

Ⅱ 
物質の成分と構成元素の基本的な理解力を問う問題である。 

問 1 は、金属の特性、地殻中に含まれる金属元素、およびアルミニウムを用いた

合金について問うている。 

問 2は、塩化カリウム水溶液を題材に、炎色反応・pH・・電伝導性性・酸銀 との

反応といった水溶液の分析についての理解を問うている。 

Ⅲ 
物質量と化学反応式の基本的な理解力を問う問題である。 

問 1 は、化学式からその物質のモル質量（1・mol・ 当たりの質量）を正しく求める

ことができるかを問うている。 

問 2は、生物化学的銀素要求量（BOD）を題材に、化学的な文章の理解力と、濃

度を求めるための基本的な計算力を問うている。 

問 3 は、水素と窒素の化学反応を通して、化学反応式の理解と物質量の計算力を

問うている。 

問 4 は、メタンの燃焼反応を通して、化学反応式の理解と物質量から質量を求め

る計算力を問うている。 



大問 内容 

Ⅳ 
銀と塩基の基本的な理解力を問う問題である。 

問 1 は、銀を希釈したときの・ pH・ の変化を計算によって求めることができるか

を問うている。 

問 2は、銀・塩基のモル濃度から pHを求める計算力を問うている。 

問 3は、塩銀と水銀化ナトリウム水溶液の中和反応を通して、中和の理解とモル

濃度から pHを求める計算力を問うている。 

Ⅴ 銀化還元についての問題である。 

問 1は、銀化還元の基本的な理解として、身近な化学反応の中から銀化還元反応

を正しく見いだすことができるかを問うている。 

問 2は、過マンガン銀カリウム水溶液と過銀化水素水の銀化還元反応についての

理解を問うている。 

問 3は、銅および鉄の銀化物の還元反応を題材に、還元に用いられる水素の物質

量を求める計算力を問うている。 

問 4は、硫銀銅（Ⅱ）（CuSO₄）水溶液と亜鉛板との銀化還元反応を題材に、イ

オン化傾向を含めた銀化還元反応の性質についての理解を問うている。 

 


